
 1 / 2 

 

(

英
語
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(
ア
ラ
ビ
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語
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目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年
（
四
十
三
） 

 

第
二
章 

民
戦
後
世
界
の
う
ね
り
：
植
民
地
時
代
の
終
焉
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世
界
（
五
） 

 

四
十
三 

ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歌(

二―

三)
 

 

当
時
は
階
級
闘
争
の
名
の
も
と
ソ
連
に
よ
る
社
会
主
義
の
嵐
が
世
界
に
吹
き

荒
れ
た
。
１
９
５
２
年
に
は
エ
ジ
プ
ト
で
七
月
革
命
が
起
こ
り
、
同
じ
年
の
五
月

に
極
東
の
日
本
で
は
メ
ー
デ
ー
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
は
国
際
的
な
労
働
歌

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
合
唱
が
流
れ
た
。
中
東
の
シ
リ
ア
で
も
反
フ
ラ
ン

ス
の
都
市
イ
ン
テ
リ
た
ち
に
よ
り
同
じ
歌
が
流
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
駐
屯
す
る
フ

ラ
ン
ス
兵
た
ち
は
駐
屯
地
に
お
け
る
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
（
三
色
旗
）
掲
揚
式
で
毎
日

の
ご
と
く
国
歌
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
を
大
声
で
歌
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

 

実
は
両
方
の
歌
詞
は
驚
く
ほ
ど
似
通
っ
て
い
る
。
列
記
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。 

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
歌
詞
： 

起
て
飢
え
た
る
者
よ 

今
ぞ
日
は
近
し 

醒
め
よ
我
が
同
胞(

は
ら
か
ら)

 

暁(

あ
か
つ
き)

は
来
ぬ 

暴
虐
の
鎖 

断
つ
日 

旗
は
血
に
燃
え
て 

http://ocininitiative.maeda1.jp/043PeaceOnHorizenChapter2-5English.pdf
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海
を
隔
て
つ
我
等 

腕(

か
い
な)

結
び
ゆ
く 

 

い
ざ
闘
わ
ん 

い
ざ 

奮
い
立
て 

い
ざ 

 
あ
ぁ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

我
等
が
も
の 

 
い
ざ
闘
わ
ん 

い
ざ 

奮
い
立
て 

い
ざ 

 

あ
ぁ 
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

我
等
が
も
の 

 「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
歌
詞
： 

行
こ
う 

祖
国
の
子
ら
よ 

栄
光
の
日
が
来
た
！ 

我
ら
に
向
か
っ
て 

暴
君
の 

血
ま
み
れ
の
旗
が 

掲
げ
ら
れ
た 

血
ま
み
れ
の
旗
が 

掲
げ
ら
れ
た 

聞
こ
え
る
か 

戦
場
の 

残
忍
な
敵
兵
の
咆
哮
を?

 

奴
ら
は
我
ら
の
元
に
来
て 

我
ら
の
子
と
妻
の 

喉
を
掻
き
切
る
！ 

武
器
を
取
れ 

市
民
ら
よ 

隊
列
を
組
め 

進
も
う 

進
も
う!
 

汚
れ
た
血
が 

我
ら
の
畑
の
畝
を
満
た
す
ま
で
！ 

 

(

続
く)
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